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平成 17年度東海・北陸地区国立大学法人等技術専門職員研修報告
(情報処理コース)
第三技術室 松山幸雄
平成 17年度東海・北陸地区凶立大学法人等技術専門職員研修情報処理コースは，名古尾大学で8月
3 1 R(水)から 9月2日(金)まで3日間hわれました。受講者は大学j 高守など 15機関24人でした。
第1日目は，オリエンテーション，写車撮影lこ続き，最初は名古屋太学技術職員の「名古屋大学全γ
技術センタ←の取り組みについて」技術部長から，西己街されたセンターのパンフレットを参考に説明が
あった。「安全衛生についてJの講義では，講師は社会保険労務iの方で。大学等が法人化に因んで「過
労死についてJの講義があり法人化での厳しさを窺わせた。「コンビュータセキュリティ入門Jr学内I
ANの管理 ウィルス感染への対応」では巧妙なアタックやウィノレスに対してのシステム管理について
の理解が深まった巴意見交換会では，名古屋大手の地ピーノレで位杯L，参加者の自己紹介など意見交換
が行われた。
第2日目は実習で rWebアプリケーユノヨン入門J. rデータベースの利用技術J， r無線 LAN.IP電
話入門j の3コースが行われ，官、は「無線 LAN.IP電話入門」を受講した。このコ』スの会場は全学
技術センタ一会議室で行われた。実習での使用機器はパソコン，金正絹lLANルータ j 現在使われている
アナログ電話，業務用携帯型[VoIP端末で，ハソコン以外はアマチュア無線機器で馴染みのアイコム社
からの提供であった。実習方法は講義の後実習を行い，午前は担線LANについて?午後は蛙線 LANを
使った IP電話について行った。講義での講師はアイコム社名古尾営業所の植野修有氏で無線機器メー
カだけあってわかりやすく理由宇できた。実習は 2 人ずつ 4~Eに分かれ，名古屋大学技術職員の指導のも
とテキストや液晶プロジェクタを使って実背説明と実習を交出こ行し、ながら 1 パソコンペコ恒尚(LANル
ータ等の環境構築，~線LANによるインターネットへの接続. 1 P電話による他班への通話実験を行
った。インターネットや rp電話は無線とは思われない有線感覚で通信ができ感激した。最後にワーク
シヲップとして。“VoIPを利用したネットワーク環境について構築できそうな環境"を具体的に各人が
考え j まずグループ内で発去し，グノレ←プの代丘がグループ内でまとまったことをuHPを使用して発
去し。それについて全体で討論をした。
第3日目の「最新のμI視化技術」では建築，物理現象等のシミュレーションをスーパ←コンピュ←タ
でロI視化するテrその紹介がありスーパーコンビュータの威力を見ることができた。午後は「施設見学」
として名古屋大学から車で 1時間のところの名古屋空港にある「ダイアモンドエアーサービス棟式会社i
を見学した。ことでは自衛隊機も扱っているため普備も厳しく，この会社は 菱重工KK名古屋航空宇
宙システム製作所小牧南工場内にあり，航空機使用の運行事業や各種航空機，ヘリコプターの修理事業
を行っている。見学内容は，ビデオによる南極での背既日食撮影飛行や2500m搭差での航空機内で
の無重力実験(20秒間)の紹介( 般人でも有料で無電力体験ができる企画の紹介もあった)や，実機
見学では整備点検I~lの中砲航空機に乗り込むことができ，資料室では第 2 次世界大戦T活躍した戦闘機
「零戦」や!出番のなかったロケット特刷機「秋水」の実機があった。情報処用コースとしてはあ主り
関係のないととろであったが!ふだん見学のできないところで良かったと思ったロ
最後に，との研修に携われた名古屋大F干のスタッフの皆さんにお礼を巾 L上げます。
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